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概要
本稿では、三重大学において 2024年 11月に発足した「生成 AI活用検証イニシアチブ（GAUTI）」の組織運営
と取り組みについて報告する。GAUTIは、大学組織全体における生成 AIの活用方法を体系的に探求する教職協働
チームであり、教員・技術職員・事務職員が連携する体制を構築している。主な活動として、（1）学内の生成 AI利
用実態調査、（2）クラウドストレージを介したファイル自動処理システムの構築・運用、（3）教育・研究・業務運営
区分ごとのプロンプト集作成、（4）プロンプトテンプレートを活用した会議における生成 AI活用のモデルケース開
発を実施している。また、アジャイル・テスト・パートナーズと呼ばれるテストユーザグループを設立し、実践的な
検証体制を整備した。生成 AI活用の検証を通して得られた知見やプログラム実装は公式Webサイトや GitHubリ
ポジトリで学内外に積極的に公開している。本チームの取り組みは、国立大学法人における教職協働による生成 AI

検証の先駆的事例として、他の高等教育機関における類似の取り組みの参考となることが期待される。

1 はじめに
高等教育機関が直面する多様な課題に対して、生成

AI 技術は新たな解決策を提示する可能性を秘めてい
る。近年の ChatGPTをはじめとする生成 AIの目覚
ましい発展により、大学における教育・研究・業務の
効率化や質向上への期待が高まっている。一方で、こ
れらの技術を安全かつ効果的に導入・運用するための
方法論や組織体制については、各機関が独自に検討を
進めているのが実情である。
このような背景のもと、三重大学では 2024年 11月
に「生成 AI 活用検証イニシアチブ（Generative AI

Utilization Testing Initiative: GAUTI）」を発足させ
た*1。本チームは、三重大学の教育・研究・事務業務
等における生成 AI の活用方法を検討し、その効果や
課題を明らかにしながら、得られた知見とノウハウを

*1「GAUTI」という名称自体も ChatGPT に提案を求め、複
数の候補から選定したものである [1]。これは生成 AI 活用
チームの命名に生成 AI を利用するという、取り組みの理念
を象徴する試みでもあった。GAUTI の読み方は「ゴーチ」
である。

図 1 GAUTI のマスコットキャラクター「ゴチ」
[2]。CC BY 4.0ライセンスで公開。

学内外に広く共有することを目的としている。有志の
教員・技術職員・事務職員による教職協働チームであ
り、他の大学組織ではまだ類を見ない先駆的な取り組
みであると考えている。
本稿では、GAUTI のこれまでの具体的な活動およ
び公開しているリソースを共有し、他組織で同様の
チームを構成する際に役立つ情報を提供することを目
指す。

2 GAUTIの発足経緯と組織体制
以下に、GAUTI の発足経緯と組織体制について
述べる。GAUTI の構想は、チームリーダーの情報基



盤センター教員（本稿第一著者）によって提案され
た。ChatGPT の登場以降、生成 AI を業務に必要な
プログラミングに活用 [3]していた同教員は、AXIES

国際連携室主催の EDUCAUSE カンファレンス派
遣事業の派遣団員として参加した 2024 年 10 月の
EDUCAUSE カンファレンス [4] を経て、生成 AI の
大学一般業務への活用について検討を始めた。この検
討を進める中で、学内で生成 AI をすでに活用してい
る人材を発掘し、目まぐるしく進展する生成 AI 技術
の動向について議論しながら継続的にフォローアッ
プする体制を構築することが重要であるとの認識に
至った。
GAUTIの発足は 2024年 10月に具体化した。学長
より「生成 AIを有償のものも含めて試験的に導入し、
課題を抽出してほしい」との意向が示されていたこと
も追い風となり、10月 30日には情報システム会議に
おいて GAUTIの構想が説明され、情報担当理事によ
る学長・理事会議での報告を経て、メンバー候補の上司
への直接的な依頼が行われた。ボトムアップの提案と
トップダウンの要請がうまく噛み合った形であった。
2024 年 11 月 20 日に情報担当理事直下の組織とし
て GAUTIが正式に発足した。初期メンバーは教員 1

名、技術職員 1名、事務職員 3名の計 5名で構成され
た。その後、2025年 6月に事務職員 1名が加わり、さ
らに同年 8月には事務系各部局との連携強化を図るた
め、部長級の管理職をメンバーとして迎え入れ、現在
は 7名体制で活動している。この体制により、現場レ
ベルから組織運営レベルまでを包含する包括的な生成
AI活用検証が可能となっている。
チームの運営方針として、本務優先、教職協働、透明
性の確保、脱属人化を掲げている。特に教職協働につ
いては、教員・技術職員の学術的・技術的視点と事務職
員の現場実務視点を融合させることで、実践に基づく
生成 AI 活用を探求する体制を構築している。このよ
うな本格的な教職協働による生成 AI 検証の取り組み
は、国立大学法人において先例が少なく、GAUTI の
特徴的な強みとなっている。また、透明性の観点から、
打ち合わせの記録はすべて動画で保存し、メンバーや
学内希望者が閲覧できる体制を構築した。さらに、活
動内容や得られた知見については積極的に公開し、動
画や GitHubリポジトリを通じて学内外への情報発信
を行っている [5]。

3 テストユーザグループの設立
GAUTI の活動をより実践的かつ効果的に進める
ため、アジャイル・テスト・パートナーズと呼ばれる
テストユーザグループを設立した。このグループは、
GAUTI が開発・検証する各種サービスや手法につい
て、実際の業務現場での試用とフィードバックを提供
する役割を担っている。
アジャイル・テスト・パートナーズは、学内で参加
を募り、現在約 10 名の有志事務職員で構成されてい
る。このグループの協力により、開発したシステムや
サービスの実用性を早期に検証し、ユーザの声を反映
した改善を迅速に実施できる体制を構築している。特
に後述する学内ファイル自動処理システムの開発・改
良においては、テストユーザからの継続的なフィード
バックが重要な役割を果たした [6]。
さらに、アジャイル・テスト・パートナーズに参加
すること自体にも意義がある。参加者は、生成 AI を
はじめとする最新の技術動向に関する情報をいち早
く得られるとともに、参加者自身の知見や経験を発信
することで他のメンバーや開発側に貢献できる。この
ような間接的にプロジェクトに関与できる仕組みは、
個々の専門性の深化だけでなく、組織全体としての知
識蓄積とエンゲージメントの向上にもつながると考え
られる。

4 具体的な取り組み
本稿執筆時点で実施している取り組みは、主に以下

の 4つである：（1）生成 AIに関する利用実態調査の
実施、（2）学内ファイル自動処理システムの構築・運
用、（3）教育・研究・業務運営区分ごとのプロンプト
集作成、（4）プロンプトテンプレートを活用した会議
における生成 AI活用のモデルケース開発である。
GAUTI では Microsoft Teams 上で GAUTI 専用
チームを用いた情報交換と月 1 回の定例ミーティン
グを基軸とし、個人プロジェクトの進捗状況や生成
AIに関する最新情報を共有し意見交換を行っている。
GAUTI のミーティング自体が生成 AI の活用につい
ての実験を行う場となっており、図 2で実施している
ミーティングではMicrosoft Teamsのライブ文字起こ
し機能に関する検証実験を行っている。
4.1 生成 AIに関する利用実態調査の実施
2024年 11月 21日～12月 20日の日程で「三重大学
における生成 AI利用実態調査（2024）」を実施した。
この調査の目的は、生成 AI技術が大学内での教育・研



図 2 GAUTIの初期メンバー 5名によるMicrosoft

Teamsの文字起こし機能の検証実験の様子（2024年
12月 2日）。

究・業務の効率化にどのように役立っているかを把握
し、今後の活用方法を検討することである。調査に使
用した設問は GitHubリポジトリで公開している [7]。
また、回答時の大まかな道筋を示すため、調査に関す
る簡単な解説動画 [8]を作成した。
調査の結果、教員 165 名と職員 154 名の計 319 名

（対象教職員の約 1 割）から回答を得た [9]。回答者
の約 74%（235 名）が生成 AI の利用経験があり、利
用者の間では ChatGPT（82.5%）、Microsoft Copilot

（44.3%）、Google Gemini（38.3%）（複数回答可）の
順に使用率が高かった。教育・研究活動に関しては、
「生成 AI の適切な使用法を授業で扱うべき」「学生の
キャリア形成に役立つ」「研究・教育活動の効率が向
上する」という意見が支持された。業務面では「業務
負担を軽減する」「導入に対する抵抗は少ない」「業務
の質は低下しない」という肯定的な意見が多数を占め
た。特筆すべき点として、使用頻度が高い教職員ほど
これらの肯定的な意見をより強く支持する傾向が見ら
れた。また、回答者の 83.4%が生成 AIに関するセミ
ナーやワークショップへの参加を希望しており、学内
における生成 AI 活用への高い関心が確認された。こ
の調査結果を受け、生成 AI に関係する勉強会を複数
開催し、参加者から高い評価を得た [12, 13]。
4.2 学内ファイル自動処理システムの構築・運用
GAUTI の主要な成果の一つとして、学内クラウド
ストレージを介したファイル自動処理マイクロサービ
スの構築と運用が挙げられる [6]。このシステムは、教
職員が日常業務で扱うマルチメディアファイルを自動
的にテキスト化し、ローカル環境の生成 AI と連携し
て活用できる仕組みを提供している。
システムの特徴は、ユーザが対象ファイルを含む
フォルダをサービス提供用アカウントに共有するだけ

で処理が開始され、出力ファイルが同じ共有フォルダ
に保存される点にある。これにより、ユーザ側の学習
コストを抑えつつ、既存の学内クラウドストレージの
フロントエンドを活用した管理側の運用負担軽減を実
現している。
処理機能としては、音声・動画ファイルの文字起こ
し、画像・PDFファイルの光学文字認識（OCR）、お
よび抽出されたテキストに対する生成 AI による自動
要約が含まれている。すべての処理は学内ネットワー
ク内で完結するため、機密データを扱う際のセキュリ
ティ上の懸念を解消している。
実証実験では、教職員 47 名が利用し、特に会議録
作成において大幅な業務効率化を実現した。アンケー
ト結果では 80% のユーザが満足を示し、93.3% が継
続利用を希望している。これらの結果から、学内での
セキュアかつ実用的な生成 AI 活用基盤として有効で
あることが確認された。本システのソースコードは
GitHubリポジトリ [10]および Gist[11]で公開してお
り、他機関での導入・改良を促進している。
4.3 教育・研究・業務運営などの区分ごとのプロンプ

ト集の作成
GAUTI では、生成 AI の活用を学内に広げるため

の基盤整備として、教育・研究・地域貢献・業務運営
といった区分ごとのプロンプト事例集を作成してい
る。本事例集は、これから生成 AI の利用を始めよう
と考えている教職員や学生を主な対象としており、初
学者がスムーズに第一歩を踏み出せるよう設計されて
いる。
事例集には、まずプロンプト作成のコツや効果的な

汎用表現といった入門的な内容を整理した。これによ
り、利用者は単にモデルに問いかけるだけでなく、意
図した出力を得るためにどのような工夫が必要かを理
解できるようになる。
この事例集の作成にあたっては、学内のアンケート

調査や勉強会などで寄せられた「どのようなプロン
プトを使えばよいか知りたい」「実際に使われている
具体例を見たい」といった声を反映した。今後は、ア
ジャイル開発の考え方に基づき、フィードバックを取
り入れながら継続的に更新する予定である。これによ
り、利用者のスキル向上を支援するとともに、学内に
おける生成 AI 活用の成熟を加速させることを目指し
ている。



図 3 会議文字起こし要約用プロンプトテンプレー
トの Web ページ画面。テキストボックスの中に文
字起こしのテキストを貼り付け、ページ下部のボタ
ンを押すとプロンプトをクリップボードにコピーす
ることができる。提携業務で使用するプロンプトを
作成する時に便利に使える。

4.4 プロンプトテンプレートを活用した会議におけ
る生成 AI活用のモデルケース開発

作成したプロンプト集の知見を応用し、GAUTI で
は大学の各種会議において生成 AI を効果的に活用す
るためのモデルケースの構築と標準化に取り組んでい
る。このモデルケースは、会議の文字起こし、要約作
成、議事録生成、アクションアイテムの抽出を一貫し
たワークフローとして体系化したものである。
具体的には、会議の録音データを前述のファイル自
動処理システムで文字起こしし、生成 AI を用いて構
造化された議事録を生成する手順を標準化している。
また、参加者の発言内容から重要なポイントを自動抽
出し、次回会議への引き継ぎ事項やタスクを明確化す
る仕組みも組み込んでいる。
これらのプロセスをさらに効率化するため、「プ
ロンプトテンプレートパーサ」という独自ツールを
開発・活用している。各種プログラムは GitHub リ
ポジトリ [14] で公開している。このツールは拡張
Markdownで記述されたテンプレートを、インタラク
ティブな HTML ページに変換し、ユーザが各種入力
要素を用いて動的にプロンプトを生成できる仕組みを
提供している。具体的なプロンプトテンプレートの例
として、会議文字起こし要約用テンプレート [15]を公
開しており（図 3）、これにより誰でも一貫性のある会
議要約プロンプトを生成できる環境を整備している。
このモデルケースは、GAUTI の定例会議において
継続的に実践・改善を重ねており、その効果と課題を
検証している。現在、学内の他の委員会や会議体への
展開を進めており、会議運営の効率化と記録の質向上
を目指している。プロンプト例を含む手順書やチュー

トリアル資料を作成し、学内への普及を図っている。

5 成果と今後の展望
GAUTIの活動開始から約 1年が経過し、複数の具
体的な成果が得られている。学内ファイル自動処理シ
ステムは継続的なサービス提供を実現し、教職員の日
常業務に定着している。また、生成 AI 活用に関する
ガイドラインや実践的な手法について、学内外への情
報発信を通じて知見の共有を進めている。
GAUTI の取り組みは、大学組織における生成 AI

活用の実践例として、教職協働による持続可能な運
営モデルを提示している。教職協働による生成 AI 検
証の先駆的な事例として、他の高等教育機関におけ
る類似の取り組みの参考となることを期待している。
GAUTI のロゴやマスコットキャラクター「ゴチ」も
CC BY 4.0ライセンスで GitHubリポジトリ [2]にて
公開しており、同種の取り組みを行う機関での活用も
歓迎している。将来的には各地に同様の GAUTIが設
立され、「全国GAUTIミーティング」のような組織横
断的な情報共有の場が形成されることで、高等教育機
関全体での生成 AI 活用が促進されることを期待して
いる。
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